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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第92（2012年2月29日）中国返還15年目の香港

返還15年目の香港

1997年7月1日、香港特別行政区が成立しました。それから、既に15年が経とうとしていますが、こ

の香港特別行政区が著しい変化を遂げています。香港は中国華南地域の物流ハブとして、高速鉄
道網が整備されたことや、金融センターとして内外資本取引の自由化が進んでいることなどから、中
国経済の重要な役割を担っています。

同時にもう一つ、香港の中国経済における重要な役割が、人民元の国際化の実験地域になって
いるということです。香港では、2004年人民元預金の解禁、2007年人民元建て債券の発行、2009
年人民元による貿易決済など、人民元の国際化が着実に進められています。

こうした人民元の国際化の流れにより、香港の人たちの間では人民元預金のニーズが高まってき
ています。下のグラフのように、2004年解禁後、香港の人民元預金は順調に拡大しており、2011年
末には約6,000億元まで積み上げられています。

香港の人民元預金

出所：香港金融管理局
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（編集後記） 中国本土と香港の経済発展は、お互い両地域の発展に貢献しています。言語についても、北
京語（標準語）を話す人口が返還15年目で初めて英語を話す人口を超えたという統計も出ており、今後も
中国の一地域としての香港の発展から目が離せません。

（告られタイ）

ＲＱＦＩＩ（RMB Qualified Foreign Institutional Investors）の誕生

2012年1月4日、中国人民銀行（中国の中央銀行）は「ファンド管理会社、証券会社

のＲＱＦＩＩによる国内での試験的な証券投資についての規則」の実施に関する事項を
通知しました。これは、資産運用会社と証券会社の人民元適格海外機関投資家（ＲＱ
ＦＩＩ）*の国内での試験的な証券投資業務を規定するものです。

今回のＲＱＦＩＩ制度は、2010年外国銀行が中国国外で取得した人民元の本土市場
人民元建て債券への投資解禁、また2011年外国企業による人民元建て直接投資の
解禁に次ぐ、資本還流措置の第三弾です。当面の上限総額は200億元とされており、

香港の人民元預金のニーズに比べればまだ程遠い規模ですが、一般投資家にもオン
ショア人民元建て債券へ投資する機会が得られるという意味で非常に大きな措置と考
えられます。

香港証券先物委員会は制度発表以来、既に15本のＲＱＦＩＩファンドを承認（2012年2
月6日時点）しています。中国の発展を背景に通貨人民元も中長期的には上昇する可
能性が高く、RQFII適用ファンドは通貨価値の上昇を享受できる魅力的な投資先と思
われ、また、オンショア人民元建て債券の利回りは、現在香港のオフショアRMS債
（ディムサム＝点心債）を上回っており、この点でも魅力的な投資先と思われます。

*ＲＱＦＩＩについては、当社「ぱんだより」2011年12月第90号を参照。


